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社員

社会福祉法人愛育学園

【事業内容】

• 福祉型障害児入所施設

• 短期入所・日中一時支援事業
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社員

社会福祉法人青いりんごの会

【事業内容】

• 生活介護

• 就労継続支援B型

• 共同生活援助

• 特定相談支援事業

• 障害児相談支援事業
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社員

社会福祉法人ひまわり福祉会

【事業内容】

• 就労継続支援B型

• 居宅介護・重度訪問介護

• 共同生活援助
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社員

社会福祉法人わくわく

【事業内容】

• 就労継続支援B型

• 生活介護

• 共同生活援助
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社員

NPO法人おーさぁ
【事業内容】
• 小規模多機能型居宅介護
• 地域密着型通所介護
• 基準該当生活介護
• 地域包括支援センター
• 小規模保育A型
• 自立支援・就労準備支援事業
• くまもと若者サポートステーション
• 熊本市ひきこもり支援センター
• こども食堂・地域食堂
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社員

社会福祉法人リデルライトホーム
【事業内容】
• 養護老人ホーム
• 特別養護老人ホーム
• 通所介護事業所
• 小規模多機能型居宅介護事業所
• グループホーム
• 居宅介護支援事業所
• 地域包括支援センター
• 訪問介護事業所
• 訪問看護事業所
•    放課後等デイサービス



０１ 法人間連携の背景
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① 経済状況

参照：独立行政法人労働政策研究・研修機構 民間主要企業春季賃上げ率の推移参照：総務省「特集 情報通信白書刊行から50年～ICTとデジタル経済の変遷～」

2020 2021 2025 2030 2035 2040

生産年齢人口（万人）の減少
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6,875 6,494

5,978

7,509
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民間主要企業春季賃上率の水位
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① 社会福祉法人の経営状況

2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

3.9
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3.1
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1.7

社会福祉法人の利益率（％）の低下

参照：独立行政法人福祉医療機構「2022年度 社会福祉法人の経営状況について」 
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採用超過率（pt）の低下
※採用超過率=採用率-離職率

2020 2021 2025 2030 2035 2040 2040

23.2 24.8

28.8 28.5

25.9

31.3

35.7
赤字法人の割合（％）の増加

参照：独立行政法人福祉医療機構「2022年度 社会福祉法人の経営状況について」 参照：独立行政法人福祉医療機構「2022年度 社会福祉法人の経営状況について」 

合併消滅法人の収益規模

※厚生労働省社会・援護局福祉基盤課実施アンケート結果（平成31年２月）
有効回答：52（一部項目に不備のある回答を含む。）

23%
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6%

4% 1億円未満

１億円以上５億円未満

５億円以上１０億円未満

１０億円以上



③ 福祉ニーズや課題の多様化・複雑化

少子高齢化

核家族化の進行

人口減少

地域のつながりの希薄化

ひきこもり

ごみ屋敷問題

8050問題

血縁、地縁、社縁といった共同体の機能の脆弱化



処遇改善

生産性の向上

業務の多様化.etc

④ 業務の複雑化



０２ 連携法人の基本的な考え方
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福祉の心で熊本を豊かに

昨今、人口構造等の根本的な社会課題に加え、自然災害や戦争、また経済危機によって
福祉業界への抜本的な改革が突き付けられています。

これまで私たちは高齢者の介護、障がい者の支援、児童の育成など
それぞれの分野に特化し、それぞれに福祉の事業を行ってきましたが

福祉的課題は複雑化・複合化しています。

私たちは、これからの日本の経済成長を支えていくためにも
新たな福祉的関わりが必要な方に対して、早い段階で

新しい手法で関わりを持つ必要があります。

また、日本に住む一人一人が福祉の心を持つことで、豊かな成長を続ける日本をつくり
未来を担える人々を少しでも増やすことが出来ます。

私たちは、これまで培ってきたそれぞれの知見を活かし
「熊本」から新しい福祉の未来を切り開きます。
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０３ 社会福祉連携推進業務
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i. 地域福祉の推進に係る取組を社員が共同して行うための支援

ii. 災害が発生した場合における社員が提供する福祉サービスの利用者の安全を社

員が共同して確保するための支援

iii. 社員が経営する社会福祉事業の経営方法に関する知識の共有を図るための支援

iv. 社員が経営する社会福祉事業の従事者の確保のための支援及びその資質の向上

を図るための研修

v. 社員が経営する社会福祉事業に必要な設備又は物資の供給

vi. 各種イベント、講演、セミナーの企画、開催、運営管理
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人材確保等業務

オンライン研修会

自法人で独自に作成したオンライン動画や、集合型の研修を企画し、連携法人内で共有し合います。

動画は毎年更新しますので、連携法人ではその時代に沿った新しい講義を受けることができます。

人材確保等業務とは、社員が経営する社会福祉事業の従事者の確保のための支援及びその資質の向上を図るための研修を行う業務を言います



happiness for everyone

人材確保等業務
人材確保等業務とは、社員が経営する社会福祉事業の従事者の確保のための支援及びその資質の向上を図るための研修を行う業務を言います

ノーリフティング研修

令和５年度は、集合型で月１回（全６回）の研修を前期・後期で行いました。令和６年度は、各法人にノー

リフトの資格者保持者が直接指導に行き、ノーリフティングの技術を広めます。
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人材確保等業務
人材確保等業務とは、社員が経営する社会福祉事業の従事者の確保のための支援及びその資質の向上を図るための研修を行う業務を言います

福祉人材シェアリング

福祉人材がこれから潤沢に増えていくことは考えにくく、現在働いている福祉職員をシェアリングすること

が必要と考え、副業という形で休みの日を使って働くことを連携法人内で実施。人材の交流にも繋がります。
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人材確保等業務
人材確保等業務とは、社員が経営する社会福祉事業の従事者の確保のための支援及びその資質の向上を図るための研修を行う業務を言います

B型事業所への業務委託

業務内容で横軸で細分化し、周辺業務をB型事業所に委託します。業務の効率化・過重労働の緩和だけでは

なく、専門性と質の向上を図ります。



B型事業所への業務委託

人材不足になると、高齢者施設でのアクティビティーに関わることのできる時間も減ります。陶芸教室や料

理教室をB型事業の一環として実施することで、高齢者施設では入所者のアクティビティーにつなげます。
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人材確保等業務
人材確保等業務とは、社員が経営する社会福祉事業の従事者の確保のための支援及びその資質の向上を図るための研修を行う業務を言います
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人材確保等業務
人材確保等業務とは、社員が経営する社会福祉事業の従事者の確保のための支援及びその資質の向上を図るための研修を行う業務を言います

求人業務の一括化（R6年度予定）

連携法人でパンフレットを作成し、各法人の紹介を一括で行います。希望に応じて全法人の見学にお連れし

ます。また、大学や専門学校、ﾊﾛｰﾜｰｸ等への求人も事務局で一括して行うことで求人業務の軽減を行います。
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ブランディング動画作成

連携法人内で動画撮影・編集技術をもった人材と撮影機材を共有します。動画撮影・編集技術は、お互いに

教え合い、職員がリスキリングしていくことで技術をもった職員を増やします。
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人材確保等業務
人材確保等業務とは、社員が経営する社会福祉事業の従事者の確保のための支援及びその資質の向上を図るための研修を行う業務を言います



Instagram Facebook

SNSの立上げ・環境整備

SNSの立上げ支援を行い、それぞれの法人がSNS上での発信を積極的に行える環境を整えます。SNSで上

がった情報はそれぞれの法人で共有し合い、情報をより拡散できるようにします。

happiness for everyone

人材確保等業務
人材確保等業務とは、社員が経営する社会福祉事業の従事者の確保のための支援及びその資質の向上を図るための研修を行う業務を言います



Homepage

ホームページ作成

ホームページの作製技術を共有し合い、それぞれの法人でホームページを立上げ、更新していける技術を身

に着けていきます。
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人材確保等業務
人材確保等業務とは、社員が経営する社会福祉事業の従事者の確保のための支援及びその資質の向上を図るための研修を行う業務を言います
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災害支援

福祉避難所立上げシミュレーションゲームの実施と拡散

災害時に連携法人内で福祉避難所を立ち上げる為の机上訓練を実施。更に、熊本市、合志市、和水町で地元

の法人に声をかけ研修会を実施し、災害時に福祉避難所を連携して立ち上げる技術の拡散を行いました。
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災害支援

ドローン講習、人材の育成

ドローンの講習を受講し、令和６年度に実施予定の大規模災害訓練、福祉避難所立上げ訓練時に、ドローン

協議会協力して、ドローンで物資を運ぶシミュレーションを実施します。
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公益的事業

災害派遣

能登半島地震では、連携法人から複数名の職員を派遣しました。これまで災害派遣の経験がなかった法人も、

派遣経験のある法人から事前情報を得ることで、職員を派遣したいという意識の変革が起きます。
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生計困難者レスキュー事業

食事の支援や居住支援を複数法人で行うことで、支援の幅が広がります。

公益的事業
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経営支援業務

SgSE（福祉避難所立上げシミュレーションゲーム）製作

令和５年度、SgSEを開発し、全国から160セットの発注がありました。連携法人内のB型事業に製作を依頼

することで利用者の工賃につなげました。令和６年度も全国に当ゲームを広め、利用者の工賃につながるよ

う取り組みます。更には、現在製作中のソーシャルワークゲームも同様にB型事業に製作依頼する予定です。
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経営支援業務

共生社会の実現にむけて

重度身体障がい者の利用者の方に、生地に絵を描いていただき、それを阿蘇のシャツファクトリーGogaku様

にシャツにして頂きました。小さなことでもできることを見出し、工賃につなげる為の第一歩になりました。
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経営支援業務

マルシェの開催

マルシェを開催し、合同での授産品販売会を実施しました。利用者の工賃

アップに繋がるだけではなく、ボランティアで参加してくれた学生にも福祉

の魅力を発信ができ、就職へつなげることができるなどの、様々な面での利

点があります。
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経営支援業務

授産品販売システムの構築

これまでパンやクッキーの販売では売れ残りが出たり、発注を事業所にお願いすると、発注のとりまとめに

時間を割かれる等で双方に負担がかかっていました。今回、販売システムを構築し、QRコードで個人で発注

できるようにし、上記の課題を解決することが出来ました。
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公益的事業

共生社会の実現に向けて

令和６年３月２１日、上通にあるオモケンパークにて「Yuruカフェ」を開催。認知症のある方、障がいのあ

る方が定員をして、この日だけは「間違えても、こぼしても、失敗しても笑って許して」という寛容な世の

中をつくることで、共生社会を実現しようという取り組みを実施しました。参加してくれたボランティアの

学生には、福祉の業界を知ってもらい、福祉の魅力を発信するということも目標の一つでした。




	スライド 1
	スライド 2: Introduction
	スライド 3: 社員
	スライド 4: 社員
	スライド 5: 社員
	スライド 6: 社員
	スライド 7: 社員
	スライド 8: 社員
	スライド 9: ０１　法人間連携の背景
	スライド 10: ①　経済状況
	スライド 11: ①　社会福祉法人の経営状況
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14: ０２　連携法人の基本的な考え方
	スライド 15
	スライド 16: ０３　社会福祉連携推進業務
	スライド 17
	スライド 18: 人材確保等業務
	スライド 19
	スライド 20: 人材確保等業務
	スライド 21: 人材確保等業務
	スライド 22
	スライド 23: 人材確保等業務
	スライド 24
	スライド 25
	スライド 26
	スライド 27: 災害支援
	スライド 28: 災害支援
	スライド 29: 公益的事業
	スライド 30
	スライド 31: 経営支援業務
	スライド 32: 経営支援業務
	スライド 33
	スライド 34: 経営支援業務
	スライド 35: 経営支援業務
	スライド 36: 公益的事業
	スライド 37

